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　テューリンゲンの聖エリーザベトは 13 世紀に死後約 4 年の早さで教皇グレゴリウス 9 世に列
聖され、急速に崇敬が広まった。また彼女の列聖は審問経過全体を通じて記録が残るほぼ最初の
例であり、移葬に神聖ローマ皇帝フリードリヒ 2 世が参加したことからも注目された。本論文は
この列聖と移葬を描く列聖文書と聖人伝文学（hagiography）、中でも列聖の約半世紀後にドミ
ニコ会士アポルダのディートリヒが書いた『聖エリーザベト伝』（以下『伝』と省略）1 を中心に
彼女の聖性がどのように受容されたかという記述の変遷を辿ることで、当時の教会における聖人
の位置づけを考える。
　13 世紀には聖書の教えに沿う使徒的生活が改めて重視され、聖職者に加えて俗人も宗教運動
に関わった。現在のドイツ地域では女子修道院が増加し、その急激さからシトー会やドミニコ会
は新たな修道院の包摂と拒否を繰り返した。また修道院に入らずに半聖半俗の生活を送る女性も
おり、異端と結びつかないよう托鉢修道会士らの管理下にあった。その中でテューリンゲンの聖
エリーザベトは模範的な清貧生活を送った聖人として広く崇敬を集めた。
　また中世ヨーロッパのローマ教会では「グレゴリウス改革」以降に組織化が進み、12 世紀に
なると教皇が中央集権化を主導した。本論文で考察対象とする時期は教皇権の絶頂期とされるイ
ンノケンティウス 3 世（1198 〜 1216 年）からボニファティウス 8 世（1294 〜 1303 年）までの
約 1 世紀間と重複しており、教皇直属の列聖審問や異端審問が制度化された時期でもある。ヴォ
シェは教皇に列聖された人物への崇敬が全ヨーロッパ規模に広がる傾向を指摘し、中世後期にか
けて教皇による列聖の決定が思想的にも政治的にも大きな影響を及ぼしたと指摘した 2。だが教皇
が積極的に列聖と関わるようになったのは 12 世紀以降であり、初期教会では殉教者が、初期中
世では天での神の恩寵の証として奇蹟を多く起こす人物が聖人として崇敬を集めた。そこで聖人
を公の存在とするのに重要な役割を果たしたのは聖遺物の移葬であり、多くの移葬記が書かれた。
次第に教皇は列聖権の独占を主張し、インノケンティウス 3 世は 1199 年にクレモナのオモボー
ネを列聖して自らの権威を示そうとした。グレゴリウス 9 世はアッシジのフランチェスコ、ドミ
ニコ、パドヴァのアントニウスという崇敬が急速に拡大した托鉢修道会士を死後まもなく聖人と
1   Die Vita der heiligen Elisabeth des Dietrich von Apolda (Veröffentlichungen der Historischen Kommission 
für Hessen, Bd.53), M. Rener (hg.), Marbug 1993.
2   A. Vauchez, Sainthood in the Later Middle Ages, Cambridge 1997.
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し、1235 年には『グレゴリウス 9 世勅令集（Liber extra）』を発布して司教の列聖権を停止した。
必要な文書や審問で確認すべき項目は 13 世紀を通じて拡充され、一通り完成したのはヨハネス
22 世による 1328 年カンティリュープのトマスの列聖とされる 3。13 世紀以降に移葬の意義は低下
したとされるが、その一因は列聖審問制度と考えられよう 4。
　教皇権の伸長は、例えば托鉢修道会士の活動範囲を巡る問題で教区を管轄する高位聖職者との
衝突を引き起こした。列聖審問制度に関しても同様の問題の存在が考えられる。そこで、本論文
では教皇の列聖権を確立した事例として位置づけられるテューリンゲンの聖エリーザベトの列聖
と移葬を巡る記述に登場する人物に注目し、列聖審問制度が崇敬の促進に際して果たした役割を
明らかにしたい。
1. 聖エリーザベトの列聖とその問題点
1-1. 聖エリーザベトの生涯と聖人としての評価
　エリーザベトは 1207 年にハンガリー王アンドラーシュ 2 世とアンデクス・メラン家のゲルト
ルートの間に生まれた。当時の政治情勢に対応するためにハンガリー王、アンデクス・メラン家、
そしてテューリンゲン方伯ヘルマン 1 世が結んだ政治同盟の象徴としてエリーザベトは幼い内に
方伯の後継者と婚約し、その宮廷で養育された。1221 年に方伯ルートヴィヒ 4 世と結婚し、ヘ
ルマン、ゾフィア、ゲルトルートという 3 人の子をもうけたが、ルートヴィヒは十字軍遠征先で
1227 年に死去した。エリーザベトは婚家との折り合いの悪さから宮廷を離れて聴罪司祭マール
ブルクのコンラートの保護下に移り、翌年に再婚を拒否する貞潔の誓いを立てて「灰色の衣」を
まとった。そして新方伯から得た補償でマールブルクに施療院を設立して貧者や病人に奉仕して
1231 年に 24 歳で死去し、施療院付属の礼拝堂に埋葬された。1235 年のグレゴリウス 9 世による
列聖の経過は次章で取り上げる。
　聖エリーザベトは崇敬が急速に拡大し、フランチェスコやドミニコとほぼ同時期に迅速な審問
が行われたことからも注目され、生誕 800 周年の 2007 年にも多くの研究が発表された。レーバー
による伝記は従来使用されてきた侍女たちの証言集に加えてテューリンゲン方伯の証書なども参
照し、生涯を綿密にたどる 5。聖性は 2 つの特徴が指摘され、1 つは彼女のハンガリー王女、テュー
リンゲン方伯妃という身分の高さからラデグンデのような初期中世の女性聖人の後継とする 6。し
かしこれらの聖人が修道院と関わっていたのに対し、エリーザベトは俗人として施療院に留まっ
3   T. Wetzer, Heilige vor Gericht: Das Kanonizationsverfahren im europäischen Spätmittelalter, Köln 2004. 
4   M. Heinzelmann, Translationsberichte und andere Quellen des Reliquienkultes (Typologie des sources du 
Moyen Âge occidental, Fasc. 33), Turnhout 1979.
5   O. Reber, Elisabeth von Thüringen: Landgräfin und Heilige: Eine Biografie, Regensburg 2006.
6   M. Rener, The Making of a Saint, in: C. Bertelsmeier-Kierst (hg.), Elisabeth von Thüringen und die neue 
Frömmigkeit in Europa, Frankfurt am Main 2008, 195~210.
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たことを考慮する必要がある。もう 1 点は、宮廷生活の放棄と貧者への献身による清貧の実践で
ある。20 世紀初頭に彼女はフランシスコ会第三会員とされたが現在は否定され、フランチェス
コ個人との関係よりも 13 世紀前半における清貧理念の実践例とされる場合が多い 7。ヴォシェは
両者を備え持つのをエリーザベトの聖性の特徴とする 8。
　かつてのエリーザベト研究は 13 世紀半ばの史料に関心が集中していたが、近年は中世後期に
注目が移りつつある。また説教や芸術作品、考古学的発掘の成果などから崇敬の実態を探る試み
が増加し、崇敬の多様性がさらに強調されるようになった 9。列聖審問の経過はラインヴェーバー
がまとめ、「教皇列聖審問の本質的発展の終了」段階に彼女の審問を位置づけた 10。またボイマン
は移葬への皇帝の参列に注目し、ハインリヒ（7 世）を廃位した直後の皇帝にとって移葬参加は
政治的存在感を誇示する機会であり、加えて清貧の聖人であるエリーザベトへの崇敬を示してフ
ランシスコ会との関係強化を図ったと指摘する。また、この時に皇帝がエリーザベトに黄金の冠
を奉献したという記述が複数の史料にあるが、皇帝の権威を強調する政治的意図から挿入された
フィクションとし、この見解は現在共有されている 11。
　このように列聖と移葬の研究はどちらも政治的影響力の拡大を目的とした教皇や皇帝の意図に
注目し、エリーザベト崇敬を政治的影響力を誇示する機会を提供するものと位置づけてきた。し
かし本論文は崇敬に焦点を当て、その中で列聖と移葬が持った意味を考察する。
1-2. 史料について
　ここでは本論文で扱う 2 種類の史料を概観する。1 つは列聖審問関連の文書類であり、エリー
ザベトの場合は 2 つの奇蹟録と侍女たちの証言集、グレゴリウス 9 世の勅書である「尊厳におい
て栄誉ある者は」「シラの子イエス」の 2 つが確認できる。しかし本論文は審問過程と公布当日
の様子を描いた『聖エリーザベトの列聖の審問と手続き。ある人々の誹謗と中傷のために』（以
7   W. Mauer, Zum Verständnis der heiligen Elisabeth von Thüringen, in: Zeitschrift für Kirchengeschichte 65, 
1953/5, 16~64; M. P. Alberzoni, Elisabeth von Thüringen, Klara von Assisi und Agenes von Böhmen: Das 
franziskanische Modell der Nachfolge Christi diesseits und jenseits der Alpen, in: D. Blume, M. Werner 
(hgs.), Elisabeth von Thüringen: Eine europäische Heilige, Petersberg 2007, 47~55; M. Werner, Elisabeth von 
Thüringen, Franziskus von Assisi und Konrad von Marburg, in: Blume, Werner (hgs.), Elisabeth, 109~135.
8   Vauchez, Sainthood, 388~390.
9   O. Gecser, The Feast and the Pulpit: Preachers, Sermons and the Cult of St. Elizabeth of Hungary, 1235 ~ ca. 1500 
( Collana della Società internazionale di studi francescani, 15), Spoleto 2012; A. Meyer (hg.), Elisabeth und 
kein Ende …: Zum Nachleben der heiligen Elisabeth von Thüringen, Leipzig 2012. 
10  J. Leinweber, Das kircheliche Heiligsprechensverfahren bis zum Jahre 1234, Der Kanonisationprozess 
der hl. Elisabeth von Thüringen, in: Sankt Elisabeth: Fürstin, Dienerin, Heilige, Sigmaringen 1981, 131.
11  H. Beumann, Friedrich II. und die heilige Elisabeth: Zum Besuch des Kaisers in Marburg am 1. Mai 
1236, in: Sankt Elisabeth, 151~166.
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下『審理と手続き』と省略）12 に注目する。これは 1235 〜 41 年に教皇庁関係者が書いたとされ、
フランスとドイツに 3 写本あるが、ここではホイスケンスによる校訂版を使用する。
　2 種類目の聖人伝文学は聖人の理想的生涯と奇蹟を通じた読み手の教化を目的とし、伝記、移
葬記、奇蹟録などを含む 13。聖人伝文学は模倣や反復が多く、対象から時間的に離れるほど内容の
信憑性が低下するとされるが、ここでは聖人の生涯でなく作品成立の背景として作者の見解に焦
点をあてる。エリーザベトの移葬についてはシトー会士ハイステルバッハのカエサリウスによる
『聖エリーザベトの移葬についての説教』（以下『説教』と省略）14 がある。カエサリウスは 1236
〜 9 年にドイツ騎士修道会の依頼で『方伯妃聖エリーザベト伝』を書いており、移葬に参列した
か参列者の話を直接聞いてハイステルバッハの修道士向けにこの説教を書いたとされる。ボイマ
ンは背景にシトー会と皇帝の良好な関係を指摘した 15。アーレンベルクに唯一の写本があったが、
第一次世界大戦中に紛失し、現存するのは写真版のみである 16。
　聖人伝は文字通り聖人の生涯を扱う。12 世紀頃までは聖人による奇蹟の多さを強調する傾向
が強かったが、列聖審問の制度化に伴って 13 世紀以降は生活の描写を通じて徳を証明する試み
も見られた 17。エリーザベトの場合は列聖文書を土台に 13 世紀中に複数の伝記が書かれたが、こ
こでは後世に最も影響を与えたとされるアポルダのディートリヒ（1226/8 〜 1301/2 年）の『伝』
（1289 〜 94 年成立）に注目する 18。この作品はラテン語写本が約 90、俗語写本が 100 近く現存
して写本間の差違が大きいが、ここではオリジナルに最も近いブリュッセル王立図書館の写本
7917 を底本とするレナーの校訂版を使用する 19。ディートリヒは既存のエリーザベト伝に不満を
12  Processus et ordo canonizationis beate Elyzabeth propter quorundam detractiones et calumpnias, in: 
Quellenstudien zur Geschichte der heiligen Elisabeth von Thüringen, A. Huyskens, Marburg 1908, 142~146.
13  R. C. van Caenegem, Guide to the Sources of Medieval History (Europe in the Middle Ages Selected 
Studies, vol. 2), Amsterdam, New York, Oxford 1978, 50~54.
14  Sermo de translatione beate Elyzabeth, in: A. Hilka (hg.), Die beiden ersten Bücher der Libri VIII 
miraculorum: Leben, Leiden, und Wunder des hl. Engelbert, Erzbischofs von Köln. Die Schriften des Caesarius von 
Heisterbach über die heilige Elisabeth von Thüringen (Die Wundergeschichten des Caesarius von Heisterbach, 
Bd. 3), Hanstein, Bonn 1937, 381~390.
15  Beumann, Friedlich II, 151.
16  Blume, Werner (hgs.), Elisabeth, Katalog, 162. 
17  A. Vauchez, Saints admirables et saints imitables: les fonctions de l’hagiographie ont-elles changé aux 
derniers siècles du Moyen Age? in: B. Bunn-Lardau (éd.), Les fonctions des saints dans le monde occidental, IIIe 
- XIIIe siècles, Rome 1991, 161~172.
18  O. Gecser, Lives of St. Elizabeth: Their Rewritings and Diffusion in the Thirteenth Century, Analecta 
Bollandiana 127, 2009, 49~107.
19  Scriptores Ordinis Praedicatorum Medii Aevi, T. Kaeppeli, E. Panella (hgs.), Roma 1993,473~474 ; H. Fromm, 
Eine mittelhochdeutsche Übersetzung von Dietrichs von Apolda lateinischer Vita der Elisabeth von Thüringen, 
in: Zeitschrift für Deutsche Philologie 86, 1967, 53~65; H. Lomnitzer, Zu deutschen und niederländischen 
Übersetzungen der Elisabeth-Vita Dietrichs von Apolda, in: Zeitschrift für Deutsche Philologie 89, 1970, 20~45.
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抱き、記述を体系立てて情報を補うために執筆した。全体は 2 つの序文と 8 巻 84 章からなり、
第 1 〜 7 巻はエリーザベトの誕生から晩年までを扱い、第 8 巻「聖エリーザベトの死、列聖、移
葬、そして数多の奇蹟」は彼女の死から移葬までをカエサリウス『説教』、グレゴリウス 9 世の
列聖勅書「尊厳において名誉ある者は」、『審理と手続き』に基づいて描く 20。
　『伝』は脚色の多さから 20 世紀初頭の歴史家の評価は低かったが、近年は中世後期以降のエリー
ザベト像に与えた影響が改めて注目されている 21。先行研究は主に第 1 〜 7 巻に注目し、レナー
はディートリヒがラデグンデやフランチェスコの伝記を見本としたこと、またハーレンダーはエ
リーザベトの結婚生活が肯定的に描かれていることを指摘した 22。またキプフは中世後期の人文
主義者による『伝』の受容を考察し、この作品に基づいて多様なエリーザベト像が描かれたが、
その際の列聖と移葬の記述の省略を指摘した 23。この改変は両方の出来事が聖人像と関連づけら
れていたことを示している。この点をふまえ、本論文は 3. では『伝』第 8 巻に注目して考察を
進める。
2. テューリンゲンの聖エリーザベトの列聖と移葬
2-1. 列聖審問の進行と公布
　まず 13 世紀半ばまでのドイツの状況を確認する。13 世紀初頭のドイツ国王二重選出による混
乱を経て、1215 年にシュタウフェン家のフリードリヒ 2 世が王権を確立した。1249 年の死去ま
でフリードリヒと歴代の教皇は皇帝権と教皇権の優位性をめぐって争い、皇帝の破門とその解除
が繰り返された。審問開催時にあたる 1230 〜 9 年は聖地が回復されており、教皇グレゴリウス
9 世と皇帝の関係は比較的安定していた。皇帝は統治の拠点をシチリアに置き、1220 年頃からド
イツ統治は息子のハインリヒ（7 世）に委ねていた。当時のドイツは聖俗の諸侯が集団的に王国
全体を統治していたが、ハインリヒが国王への中央集権化を進めて諸侯と対立を深めたため、フ
リードリヒは 1235 年にドイツに入ってハインリヒを廃位し、マインツで帝国ラントフリーデを
発布して事態を収拾した。
20 ディートリヒは他にも『4 人の侍女の証言集』、マールブルクのコンラート『生涯の全て』、ハイステルバッ
ハのカエサリウス『方伯夫人聖エリーザベト伝』、テューリンゲン方伯宮廷の礼拝堂付き司祭ベルトルト『ルー
トヴィヒ事績録』を参照した。Blume, Werner (hgs.), Elisabeth, Katalog, 427.
21  M. Werner, Die Elisabeth-Vita des Dietrich von Apolda als Beispiel spätmittelalterlicher Hagiographie, 
in: H. Patze (hg.), Geschichtsschreibung und Geschichtsbewußtsein im späten Mittelalter, Sigmaringen 1987, 
523~542. 
22  M. Rener, The Making of a Saint, in: C. Bertelsmeier-Kierst (hg.), Elisabeth, 195~210; S. Haarländer, 
Zwischen Ehe und Weltentsagung: Die verheiratete Heilige – Ein Dilemma der Hagiographie, in: C. 
Bertelsmeier-Kierst (hg.), Elisabeth, 211~229.
23  K. Kipf, Elisabeth von Thüringen und die deutschen Humanisten: Elisabethviten im Kontext 
humanistischer Entwürfe weiblicher Heiligkeit, in: Bertelsmeier-Kierst (hg.), Elisabeth, 313~336.
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　エリーザベトへの崇敬は死の直後から生じていたが、列聖手続きの開始は 1232 年だった。8
月 10 日にマインツ大司教ジークフリート 3 世は施療院付属礼拝堂に新たに設けられた祭壇を聖
別したが、その際にマールブルクのコンラートはエリーザベトの名の下に治癒を得た者に名乗り
出るよう呼びかけた。翌日に審問が行われ、60 件の奇蹟の記録と共に教皇グレゴリウス 9 世に
審問開始を要請する書簡が送られた。この審問は教皇の指示によらないため現在は「非公式」と
される。当時マインツ大司教は方伯とは所領を、コンラートと教皇とは異端審問活動を巡って緊
張関係にあったため列聖に消極的であり、コンラートは別の口実を設けて大司教に手続き開始を
迫ったとされる。要請を受けた教皇はコンラート、マインツ大司教、エーベルバッハ大修道院長
ライムントを審問官に任命し、1232 年 11 〜 12 月の第 1 回列聖審問で 106 件の奇蹟が認められた。
しかし新たな指示を待つようにとの教皇の指示にコンラートが違反したため、手続きは一時的に
中断した。1233 年にはコンラートが異端審問活動への反感から殺害されたこともあり、審問は
停滞した。しかし 1234 年にテューリンゲン方伯ハインリヒ・ラスペとテューリンゲンのコンラー
ト、そしてドイツ騎士修道会が教皇に手続き再開を働きかけると、教皇は 2 回目の審問のためヒ
ルデスハイム司教コンラート 2 世、ゲオルゲンタール大修道院長ヘルマン、ヘルスフェルト大修
道院長ヘルマンを審問官に任命した 24。この年のエリーザベトの命日の前日にテューリンゲンの
コンラートはドイツ騎士修道会に入会し、修道会との関係を強化した。ラスペはコンラートの負
債の返還と年金の支給を修道会に約束しており、加えて方伯位の後継者がエリーザベトの長子で
ある幼少のヘルマン 1 人だったことを考慮すると、方伯家が列聖実現を重要視したことがうかが
える。
　『審理と手続き』はここまでを概括し、「神の婢至福なるエリーザベトの名声は光り輝いて長く
広く伝わり、… 徳は … 使徒座の耳に速やかに達した。教皇聖下グレゴリウス 9 世は … 絶える
ことのない配慮を［エリーザベトに］至らせた」25 と、審問開始を教皇の配慮とする。そして「教
皇は綿密な指示と共に尊敬すべきヒルデスハイム司教コンラート師、ヘルスフェルドのルート
ヴィヒ、エベールバッハ大修道院長ライムントという特に高名で敬虔な人々に … マールブルク
へ赴くよう厳命した」26 と 2 回の審問の情報が混じっている。
　1235 年 1 月の第 2 回審問ではヒルデスハイム司教とゲオルゲンタール大修道院長が前回の審
24  Ex Gregorii IX Registro (Monumenta Germaniae Historica, Epistlae Saeculi XIII, E Regestis Pontifecum 
Romanorum Selectae I), C. Rodenberg (hg.), Berlin 1883, Nr. 599, 486.
25  Quellenstudien zur Geschichte der heiligen Elisabeth von Thüringen, A. Huyskens, Marburg 1908, 142. “Cum 
beatissime famule Dei Elyzabet fama longe lateque diffusa claresceret et … virtutum , que … adeo ut ad 
sedis apostolice audientiam pervolarent, sanctissimus papa Gregorius nonus, … cuius instantia cotidiana 
… ad vigilantie sue sollicitudinem revocavit.” なお史料の引用で「…」は省略、［　］は筆者による追加を示す。
26  Quellenstudien, Huyskens, 142. ”… domino Conrado venerabili Hildeshemensi episcopo, Ludewico 
Hersveldensi, Raimundo Eberbacensi abbatibus, viris utique opinatissimis et ex parte religiosis, districte 
dedit in mandates, quatinus ad locum, qui Marpurch dicitur … ”
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問の奇蹟を再審査し、新たな奇蹟を加えて計 61 件を認めた。同時にエリーザベトに仕えた女性
たちの証言から『4 人の侍女の証言集』が伝記の代わりに作成された。
前述の［ヒルデスハイム］司教とその仲間たちは使徒の指示を慎重に守り、治癒の恩恵
を受けた者は出来事と事情をよく知る人を伴い、司祭やその高位聖職者たちの立証のも
と真実を述べるためマールブルクに集まるようある日を指定した。この布告は多くの大
司教区や司教区で権威に広められ、実行された。… 司教は … シトー会大修道院長、説
教者修道会、小さき兄弟会、ノルベルト会の長と兄弟たち、律修や在俗の参事会員、加
えてドイツ騎士修道会の兄弟たち … を集め、その後で彼らの人と名を文書で教皇に示
した。［司教は］法に則り真実を隠さないと誓約を受け、また偽りを混ぜないと他の箇
所で述べられた。そして証人たちを入念に法の専門家は審問し、全てを慎重に注意して
書き留め、誠実に自らと仲間である列席した高位聖職者らの印章で封をし、正式な使者
たるブッフ大修道院長ベルンハルト、神の言葉の説教者サロモーネ師、そしてテューリ
ンゲンの前方伯コンラート … が使徒座に派遣されるよう定めた 27。
『審理と手続き』は奇蹟の審問を強調し、多数の聖職者立ち会いの下で教皇の指示通りに保証人
と誓約で信憑性を確認したと正当性を主張した。ついで教皇庁で文書が審査され、
多数の大司教、司教、大修道院長、修道会長、高位聖職者、公、伯、様々な世俗の領主、
その他男女双方の帝国内の貴族のもと、前述の司教と仲間は教皇聖下に … 出来事とそ
の事情 … を文書で報告した。一致して謙遜に彼らは教皇に膝をついて嘆願した。… 至
聖なる父グレゴリウス、尊敬すべきアンティオキアとエルサレムの総大司教、並びに
… ローマ教会の参事たる枢機卿たち、また列席した大司教、司教、多数の高位聖職者、
さらに多数の聖職者と修道士が参加した会合で公にされた後、… 全員一致して …［エ
27  Quellenstudien, Huyskens, 142~3. “Memoratus vero episcopus cum suis collegis fines mandati apostolici 
diligenter observans diem indixit genelarem, quo benefitia curationem consecuti cum personis, que 
rem reique circumstantias non ignorarent, sub plebanorum et prelatorum suorum testimonio Marpurch 
concurrerent instructuri veritatem, id edictum per diversas metropoles et dioceses auctoritate publicans, 
que fungebatur. … episcopus … abbatibus Cisterciensibus, prioribus et fratribus ordinis predicatorum et 
minorum, Norpertinorum, regularium et secularium canonicorum, fratrum quoque domus Teutonicorum 
… , quorum personas et nomina domino pape posmodum sub bulla sua expressit, sacramenta legaliter 
receipt de vero non tacendo, falso non admiscendo, ceteris articulis iuris expressis. Testibus cautissime 
examinatis per iuris professors et circa omnia exactissimam excercens diligentiam conscripta fideliter 
proprio collegarum suorum necnon prelatorum, qui affuerunt, sigillis consignans per solempnes nuntios, 
videlicet Bernardum abbatam de Buch, magistrum Salomonem verbi Dei predicatorum et fratrem 
Conradum quondam Turingie lantgravium … ad sedem apostolicam, prout iniunctum fuerat, destinavit.”
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リーザベトは］… 聖人たちの名簿に加わる資格がある … と見解を明らかにした 28。
聖俗の有力者列席のもとでヒルデスハイム司教が教皇に列聖を請願し、満場一致で認められた。
ここでは教皇が審問の裁定者を代表し、手続きはヒルデスハイム司教を中心に進んだとされる。
続く後半部は 1235 年 5 月 27 日聖霊降臨祭に行われたペルージャでの列聖公布を描く。
聖霊降臨祭の日、至聖なる父グレゴリウスはラッパとホルンが加わった荘厳な行列で
… 説教者修道会の修道院に赴いた。ここで前述の前方伯コンラートが加わり、教皇、
全高位聖職者、修道会の人々に立派な大ロウソクを配り、群衆に小ロウソクを与えた。
… 全参加者の拍手と歓声と滂沱と流れる涙で神の都市は歓喜し … エリーザベトが列聖
された。… 前述の兄弟コンラートはおよそ 300 人の修道士を食事に招待した。さらに
彼は離れた場所の多数の修道院、隠修士、聖フランシスコ会の修道女たちに大量のパン、
ワイン、魚、乳製品をその日十分に送り届けた。… 彼は数千の貧者にパン、肉、ワイ
ンそして金銭を … ドイツ騎士修道会の名の下に気前よく配った。教皇は到着の際と同
様に慈悲深くも、親切にコンラートを食卓へと招き、自らの隣に座らせた。… 帰りも
同様だった 29。
28  Quellenstudien, Huyskens, 143~4. “Cum multis preterea archiepiscopis, episcopis, abbatibus, prepositis 
et prelatis, cum ducibus, marchionibus et diversis secularibus principibus aliisque sacri imperii nobilibus 
utriusque sexus prefatus episcopus suique college domino pape rem ipsam reique circumstantias, … 
litteris significabant, unaimiter ac humiliter supplicantes sue paternitatis pedibus solotenus provoluti…. 
Pubricatis itaque in cousistorio attestationibus sub presentia sanctissimi patris Gregorii, venerabilem 
Antiochesi et Jerosolimitani patriarcharum venerandique senatus sacrosancte Romane ecclesie, videlicet 
fratrum cardinalium,…presentibus preterea multis archiepiscopis, episcopis et diversis prelatis … necnon 
innumera multitudine cleri ac religiosorum, convocata unanimi omnium approbatione et concorsi iuditio 
decretum est, ut digne censeretur … [Elisabeth] sanctorum in terris cathalogo annodanda …”  
29  Quellenstudien, Huyskens, 145~6. “Sacro autem die Pentecostes beatissimus pater Gregorius … sollempni 
processione ordinata cum tubis ductilibus et voce tube cornee domum adiit fratrum predicatorum, 
ibidem supradicto fratre Conrado quondam lantgravio, cuius favori omnis poplus se acclinabat, ingentes 
ac sollempnes candales domino pape omnibusque prelatis ac religiosis porrigente totique multitudini 
cereos distribuente, … qui summo pontifici tunc in divinis minintrabat, communi omnium applausu et 
acclamatione, lacrimarum flumine uberrimarum Dei civitatem letificante, … canonizata est illa benedicta 
inter mulieres beata Elyzabet … Dictus vero frater Conradus circiter trecentos religiosos ad prandium 
invitavit, multis preterea cenobiis aliquantisper distantibus, heremitis reclusis sororibusque demestice 
paupertatis et ordinis beati Francisci in pane, vino et piscibus et lacticiniis sufficienter eo die ministrabat. 
Insuper multis milibus pauperum in pane, carnibus, vino et denariis sub titulo domus Theutonicorum 
… largissime tribuebat, quod domino pape quamplurimum complacebat, qui etiam, sicut eum in orimo 
adventu suo benigne ac favorabiliter exceperat, ipsum invitans in propria mensa, … sic in recessu eiusdem 
similieter faciebat.”
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ここでのテューリンゲンのコンラートはロウソクを配って宴を主催し、大規模な寄進をしており、
列聖の申請者側の代表に位置づけられている。このような描き方で『審理と手続き』は列聖公布
を教皇周辺で完結させず、テューリンゲンとの結びつきを示そうとしたと考えられる。
　なお、カエサリウスは『説教』で列聖の経緯を次のように述べた。
［ドイツ騎士］修道会の修道士たちは聖エリーザベトの善行ゆえに日々そこで生じてい
る徴と予兆を考慮し、彼らのうちの多くが前方伯コンラートと共に教皇庁へと個人的に
近づき、彼女の列聖を働きかけ始めた。神の婢の記憶となる徴や分別を文書や言葉で使
徒に述べた。教皇は彼らの請願に合意し、奇蹟の証言が厳かに審問されるよう命じ、山
の上におかれた町は隠され得ないことを知った 30。
ドイツ騎士修道会の中心的役割の強調は、カエサリウスと修道会のつながりの反映だろう。また
教皇への要請は「個人的に（personaliter）」とされ、教皇と修道会の関係をもとに行われたと示
唆する。
　列聖審問と公布の記録に際して『審理と手続き』は教皇の指示の遵守を根拠に列聖の正当性を
強調し、申請者としてテューリンゲンのコンラート、審問の実行者にヒルデスハイム司教を挙げ
た。一方カエサリウスの『説教』はドイツ騎士修道会と教皇の結びつきによる列聖の実現を示唆
するが、どちらも崇敬地マールブルクの教区責任者だったマインツ大司教への言及は少ない。従っ
てここで取り上げた 13 世紀半ばの時点では列聖への教皇の関与が強調され、さらにその動機と
してエリーザベトや方伯家と関わりが深い人物からの働きかけが挙げられたといえる。
2-2. 移葬の経緯
　この節では年代記も参照して移葬の経緯を確認する。また、既に述べたように移葬での皇帝フ
リードリヒ 2 世による冠の奉献はフィクションとされているため、本論文では取り上げない。
　エリーザベトの列聖公布後に教皇は各地に書簡を送り、マインツ大司教ジークフリート 3 世は
ペルージャからドイツへの帰途にある都市で列聖を告知した 31。移葬は翌 1236 年 5 月 1 日マール
ブルクで行われ、皇帝を始めドイツ諸侯が多数参列した。遺体は施療院付属教会の中央部地下に
30  Sermo, in: Huyskens, Die Schriften, 385. “Considerantes fratres religiosi signa et prodigia, que beate 
Elyzabeth [meritis] cotidie in loco fiebant, plures ex eis cum fratre Cunrado quondam lantgravio ad curiam 
domini pape personaliter accedentes de canonizatione eius laborare ceperunt, signa et sanitates, que ad 
memoriam famule Dei fiebant, tam scriptis quem verbis domino apostolico indicantes. Quorum petitioni 
consensum prebuit, precipiens miraculorum testes diligenter examinari, sciens civitatem in monte positam 
non posse abscondi.”
31  E. Gatz (hg.), Die Bischöfe des Heiligen Römischen Reichs 1198 bis 1448: Ein biographisches Lexikon, Berlin 
2001, 400.
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あった埋葬場所から掘り出され、同じ場所の祭壇にある聖遺物容器に収められた 32。施療院はド
イツ騎士修道会が管理して 1280 年代には現在のザンクト・エリーザベト教会が完成した。聖遺
物の周囲には霊廟が作られたが、16 世紀にヘッセン方伯フィリップが宗教改革を導入すると聖
遺物は方伯領外に移され、大部分は現在も行方不明である。
　カエサリウス『説教』は移葬の様子を最も詳細に描き、奇蹟の多さを神の恩寵の証として称賛
した。
… 公に発表された日付にエリーザベトの聖なる遺体が移葬された。これは主の受肉か
ら 1236 年後のことであり、ドイツはもちろんボヘミア、ハンガリー、フランスといっ
た国からも性別、地域、地位、年齢などにかかわらず民が前述の 5 月の日に殺到した。
… 栄光あるローマの皇帝フリードリヒ自らも全ての都合を後にして移葬の祝祭へ急い
だ。… 兄弟たちは皇帝の参列を知り、その到着時に神聖な遺骸が適切に掘り出される
のは不可能だと悟って 3 日間先んじた。… 尊敬すべき人ウルリヒは 7 人の兄弟と共に
赴き、教会の入り口を閉じて夜に地面を掘り返して墓を開いた。… 前述の兄弟たちは
神聖なる遺骸を石棺から引き上げ、紫の布で包み、鉛の箱に横たえ、それから墓に埋
葬した。その間に皇帝が到着し、裸足で灰色の衣を着て …5 月 1 日の明け方にその場
所に詣でて墓に入った。長たちが皇帝のそばに立ち、神聖な遺骸の箱を持ち上げ、聖
職者たちは大きな叫びで無上の称賛を繰り返しながら準備された場所へ運んだ。まず
聖エリーザベトの頭が身体から離された。その光景が見る人々を恐れさせぬよう、兄
弟たちはナイフで皮膚と髪と一緒に肉を頭蓋から切り離した。皇帝は聖エリーザベト
への献身の印として貴重な宝石がちりばめられた黄金の冠を彼女の頭に置いた。彼女
は王の娘であり、自らを顕したからである 33。
32  Blume, Werner (hgs.), Elisabeth, Katalog, Nr. 130, 201~206.
33  Sermo, in: Huyskens, Die Schriften, 386~7. “… publice denuntiatus, in quo fieret sanctissimi corporis 
eius translatio. Anno sequenti, qui fuerat MCCXXXVI. ab incarnatione Domini, a diversis regnis, 
Alamanie videlicet, Boemie, Ungarie necnon et Francie, tante turbe populorum utriusque sexus, diverse 
regionis atque conditionis et etatis ad diem in Kalendis Maii prefixam confluxerunt, ut numerus omnem 
estimationem humanam transcenderet. Nam ipse gloriosus Romanorum imperator Fridericus, omnibus 
negotiis suis postpositis, ad festum translationis cucurrit…. Sciens fratres occupationem imperatoris 
et quod in eius adventu sacrum corpus commode effodi non posset, tribus diebus preanticipaverunt. 
…Predicti fratres sacrum corpus de sacrophago tollentes et purpura involventes in archa plumbea 
locaverunt, sic in sepulchrum reponentes. Interim dominus imperator adveniens, tunica grisea indutus, 
nudis pedibus …locum adiit, sepulchrum intravit et, principibus sibi assistentibus, archam cum sacro 
corpore elevans, cum multa vociferatione clericis laudes divinas resonantibus, ad locum preparatum 
transtulerunt. Caput vero beate Elyzabeth prius a corpore fuerat separatum et, ne illius visio aliquid 
horroris intuentibus incuteret, fratres cultello carmes cum pelle et capillis a cramo separaverunt. Imperator 
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この説教はマタイ福音書 5 章 14 節の「山の上にある町は隠れることができない」を主題に、移
葬前からを描く。移葬に携わった「兄弟たち」の身分は不明だが、唯一名前に言及があるウルリ
ヒはエリーザベト伝執筆をカエサリウスに依頼した人物と考えられ、移葬にもドイツ騎士修道会
が関わっていたことが読み取れる 34。また移葬は「隠された町」から聖人へという身分の転換点
となっている。
　他にも移葬に言及した年代記を見ると、最も信憑性が高いとされるのは『ケルン大年代記』で
ある。以下の箇所は元々、ケルンのザンクト・パンタレオン修道院の年代記だった部分である 35。
やがて皇帝はマールブルクと呼ばれる都市へと下ったが、そこには 5 月 1 日に無数の民
が集まった。というのも、多くの賢者により男女入り混じって 12,000,000 の人が寡婦聖
エリーザベトの記憶のために集まったとされ、彼女の栄光に満ちた頭は黄金の器に偉大
な司教たちの権威で移された。これをマインツ、トリアー、そしてヒルデスハイムの 3
司教が行った 36。
ここではマインツとトリアーの大司教、ヒルデスハイム司教が移葬を司ったとされ、皇帝は参加
者の 1 人とされる。他にもテューリンゲン方伯の菩提を弔うベネディクト会修道院ラインハルツ
ブルンの年代記が「主の年 1236 年 5 月 1 日。マールブルクで聖エリーザベトの移葬が荘厳に行
われた。前方伯のドイツ騎士修道会士コンラートが司り、皇帝フリードリヒ、3 人の大司教すな
わちマインツ、ケルン、ブレーメンと他数え切れない貴顕が参列した」37 とする。ここではテュー
リンゲンのコンラートが皇帝や高位聖職者より強調され、彼を通じてエリーザベト崇敬に関わろ
vero cornam auream de lapide pretioso eidem capiti imposuit, in signum devotionis sue sancte Eyzabeth, 
que filia regis fuerat, illam offerens.”
34  Gecser, The Feast, 35.
35  Chronica Regia Colonensis (Annlaes maximi Colonensis) (MGH Scriptores rerum Germanicarum Bd. 18), G. 
Waitz (hg.) , Hannover 1880, 268.
36  Chronica Regia, 268. “Imperator interea descendit usque in castrum dictum Marburch, ubi in Kalendis 
Mai innumerabilis populi affuit multitudo. Nam a multis prudentibus duodecies centum milia hominum 
promiscui sexux estimata sunt convenisse ad memoriam sancte vidue Elisabeth, cuius glorificum corpus 
ad capsam auream est translatum auctritate summi pontificis, qui hoc negocium tribus episcopis conmisit, 
videlicet Moguntino, Trevirensi et Hildesemensi.”
37  Cronica Reinhardsbrunennsis, O. Holder-Egger (hg.), in: MGH, Scriptores, Bd. 30, 1, Hannover 1896, 
Neudruck Stuttgart 1976, 616. “Anno Domini MºCCºXXXVIº Kal. Maii Martpurg translacio sanctae 
Elizabeth solempnia facta est. procurante fratre Conrado Theutonici ordinis, olim lantgravio, presente 
Frederico imperatore et tribus archepiscopis, scilicet Moguntino, Colonensi et Bremensi, cum aliis 
innumeris nobilibus.” 1348 年以前に成立。13 世紀末に修道院が焼失した後の再建期に書かれたとされる。
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うとする修道院の意図が読み取れる。
　移葬関連の史料では皇帝の列席への言及は共通しており、『説教』『ケルン大年代記』は冠の奉
献や黄金の容器を通じて聖遺物の価値を高めようとした。皇帝以外の人物では、カエサリウスに
ドイツ騎士修道会、『ケルン大年代記』にマインツ、トリアーの大司教とヒルデスハイム司教、『ラ
インハルツブルン修道院年代記』にテューリンゲンのコンラート、マインツとケルンの大司教、
ブレーメン司教が挙がっていた。つまり移葬にはドイツ騎士修道会と在俗の高位聖職者がおり、
どちらを強調するかは史料の成立背景に関わると考えられる。高位聖職者の顔ぶれは史料により
異なるが、マインツ大司教の出席は確実であろう。審問に関与した大司教とテューリンゲンのコ
ンラートが移葬に立ち会った一方、教皇庁関係者への言及はなく、列聖審問と移葬が崇敬におい
て異なる役割を持っていたことを示唆している。
3. アポルダのディートリヒ『伝』に見る「聖エリーザベト」
3-1.『伝』に見る列聖
　13 世紀後半までに社会状況は変化してシュタウフェン朝断絶後にハプスブルク家のルードル
フが皇帝となり、テューリンゲン方伯領もヘッセンが分離された。また在位期間の短い教皇が続
いた。このような時代を背景とした『伝』第 8 巻における審問と移葬を考察対象とし、この節で
は 10 〜 12 章の列聖審問手続きと公布を論じる。9 章までは死と奇蹟を扱うため、ここでは対象
としない。
　『伝』は審問開始を 10 章「使徒座に送られた奇蹟について」で次のように描く。
尊敬すべきマインツ大司教ジークフリート閣下は啓示ではっきり受けた通り、神の言葉
の説教者である敬虔な人コンラート師の懇願で聖ラウレンティウスの日に［祭壇を］奉
献した。前述の説教者はあらゆる地域から集まった無数の人々に、神の婢エリーザベト
の功徳で何か癒しの恩寵を得た人は、翌朝に大司教のもとに出、その周りで主の恩寵が
どのようになされたか、証言を通じて誠実に証するよう求めた 38。
38  Vita, Rener, 119. “Cum ad declaranda famule sue Elyzabeth merita in loco, ubi corpus eius quiescit, deus 
omnipotens virtutum multiplicaret insignia, constructa sunt in ipsa capella ad laudem dei a fidelibus duo 
altaria. Que dum venerabilis Moguntinus dominus Sifridus archiepicopus, sicut evidenter in revelacione 
acceperat, ad preces viri devoti magistri Conradi, predicatoris verbi dei, in die sancti Laurencii dedicaret, 
prefatus predicator populo, qui ex omni parte confluxerat infinitus, iniunxit, ut qui aliquam curacionis 
graciam meritis dei famule Elyzabeth percepissent, sequenti die mane se archiepiscopo presentarent, 
quod circa ipsos actum per graciam dei foret, per testes fideliter probaturi. Convenit igitur non modica 
multitudo.”
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ディートリヒは 1232 年 8 月 11 日の祭壇の聖別式をもって審問の開始とした。またマインツ大司
教は「はっきり啓示で受けた通り」とし、マールブルクのコンラートの依頼に加えて何らかの神
意の存在を示唆する。
　11 章「奇蹟の審査について」は 1235 年に飛躍し、「至聖なる父、教皇グレゴリウス 9 世は尊
敬すべきマインツ大司教ジークフリートから渡された聖エリーザベトの奇蹟を速やかで入念に審
査し、加えて賢明な助言に基づき、万事を聖霊の配慮が整え、慈悲深さが定め、恩寵がはかどら
せたので聖エリーザベトを地上で聖人たちの名簿に書き加えるべく定めた」39 とする。ここでは
教皇に焦点が当たり、審問状況や手続きの方法への言及がないことから、ディートリヒが審査と
列聖決定の主導権を教皇に委ねたのが読み取れる。続いて「全員の前で聖エリーザベトの生涯の
聖性と奇蹟の栄光で朗読されるべきことが読み上げられると、群衆は敬虔さをかき立てられ、彼
女の列聖へ熱烈に一致して叫び声を上げた」40。ここでは『審理と手続き』で高位聖職者が教皇に
与えた同意の代わりに列聖決定後の「群衆」による賛同が示され、教皇以外は漠然とした存在で
ある。また『伝』はこの章で初めてエリーザベトに「聖性（sanctitas）」の語を用いており、列
聖決定と身分の転換をディートリヒが明確に書き分けたことを示している。
　12 章「聖エリーザベトの荘厳な列聖について」は列聖決定に際してエリーザベトを称賛し、
公布のための聖務を述べた。
この列聖の聖務はペルージャの説教者修道会の修道院で、主の受肉から 1235 年 6 月 1
日に行われた。またその地の祭壇で彼女の名誉のもと教皇グレゴリウスが …30 日間の
贖宥を与えた。また同修道院の兄弟たちは聖エリーザベトの祝日を非常に荘厳に行い、
敬虔にも父たる聖ドミニコの聖務の調べに乗せて昼も夜も聖務を厳かに挙行した 41。
『伝』は列聖に伴う贖宥に触れる数少ないエリーザベト伝の 1 つだが、実際の贖宥が 1 年 40 日だっ
39  Vita, Rener, 119~120. “Igitur pater sanctissimus Gregorius papa nonus de transmissis a venerabili Sifrido 
Maguntino archiepiscopo beate Elyzabeth miraculis facta examinacione diligenti maturo nichilominus 
ac prudenti fretus consilio et super omnia sancti spiritus ordinante providencia et disponente clemencia 
promoventeque gracia decrevit beatam Elyzabeth sanctorum in terris asscribendam cathalogo.” 
40  Vita, Rener, 120. “Lectis ergo coram omnibus que de sanctitate vite et miraculorum gloria beate 
Elyzabeth fuerant recitanda, accensa multitudinis devocio in eius canonisacionem unanimiter ardentissime 
conclamavit.”
41  Vita, Rener, 121. “Peractum est hoc canonisacionis officium Perusii in conventu fratrum ordinis 
predicatorum, anno incarnacionis dominice MºCCºXXXVº kalendis Iunii. Constitutum est autem ibidem 
altare in honore ipsius, quod idem summus pontifex Gregorius … dotavit triginta dierum indulgenciam 
advenientibus cotidie et adorantibus misericorditer relaxando. Fratres quoque illius conventus diem 
festum beate Elyzabeth valde solempniter recolunt et devote officium tam nocturnum quam diurnum sub 
melodia officii patris sui sancti Dominici celebriter peragentes.”
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たのに対して 30 日とする。期間は異なるものの、ディートリヒが贖宥を列聖公布に伴うものと
考えたことがうかがえる 42。また、『伝』にドミニコ会への言及が確認できるのはこの箇所のみだ
が、会の創設者であるドミニコの聖務が転用されたという情報を加えた。
　『伝』は 1232 年 8 月〜 1235 年 6 月を列聖に関わる期間とし、マインツ大司教による証人審問、
教皇の審理、列聖決定と公布の 3 つを描いた。ディートリヒが強調したのは教皇による決定の結
果としての列聖であり、聖人エリーザベトへの賛美だった。またこの箇所にテューリンゲンのコ
ンラートとドイツ騎士修道会への言及はなく、マールブルクのコンラート、マインツ大司教、教
皇が列聖を推進したこととなり、教皇を頂点とする高位聖職者の管轄下に位置づけられた。この
ような描き方は「テューリンゲン地域史」という従来の『伝』評価とは異なり、ディートリヒが
第 8 巻を 7 巻までとは別の視点から書いたことを示唆する 43。
3-2.『伝』に見る移葬
　この節は『伝』第 8 巻 13 〜 16 章からディートリヒによる移葬の記述を見る。13 章「聖エリー
ザベトの聖なる遺体の移葬について」は移葬のきっかけを述べる。
…［神は］エリーザベトと … その聖なる遺体を称賛し、奇蹟の多様な兆しで厳かに、
しばしば彼女の評判へのより豊かな祝福で訪問し、最も無価値な場所に隠されるのを望
まず、称賛で貧しい者が塵から、また乏しい者が芥から立たされるよう望んだ。至聖な
る教皇グレゴリウス 9 世による荘厳な列聖の後、キリストと共に君臨する者［エリーザ
ベト］の骨を慎ましい墓から上げ、より品位があって聖性にふさわしい場所へ移すよう
聖霊が信徒らの心に吹き込んだ 44。
ここでは恩寵の証である奇蹟が彼女の遺体が聖遺物にふさわしい扱いをされるよう移葬を促し
た。移葬を聖性の開示とするディートリヒの見方は、カエサリウスの『説教』にも通じる。続く
部分で墓が開かれた。
42  O. Krafft, Papsturkunde und Heilsprechung: Die päpstlichen Kanonisationen vom Mittelalter bis zur 
Reformation. Ein Handbuch, Köln 2005, 407~8. 教皇が列聖勅書で贖宥に言及するのは 13 世紀以降である。
43  Werner, Die Elisabeth-Vita, in: H. Patze (hg.), 538~9. 
44  Vita, Rener, 122. “… magnificare … Elisabeth et corpus sacrum …, crebris miraculorum prodigiis 
celebriter frequentatum amplioribus sue dignacionis beneficiis visitans contempribili ulterius loco recondi 
noluit, sed pro laude sua de pulvere pauperem et egenum voluit de stercore suscitati. Post tam solempnem 
itaque, que per beatissimum papam Gregorium nomum gesta est, canonisacionem, inspiravit cordibus 
fidelium spiritus sanctus, ut ossa cum Christo regnantis de sepulchro elevata humili ad locum transferrent 
digniorem tanteque magis congruum sanctitati.”
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そして地が掘り返され、墓が開かれると、死者の常に従って腐敗の悪臭と崩壊の嫌悪が
生じたのではなく、信仰と清潔の香りが漂い、列席者たちを喜ばせた。修道士や敬虔な
人々やこれを奉仕と見なす人々が来て、至聖なる骨を地から大いなる献身と畏敬をもっ
て拾い、それらを鉛の箱に収めた。その箱は閉じられ、司教たちの印章でしっかりと封
印された 45。
腐敗しない遺体は聖人伝に多く登場するが、ここで注目すべきは遺骨の扱いだろう。鉛の聖遺物
容器にはカエサリウスも触れたが、司教の印章による封印に言及したのは『伝』が初めてである。
　14 章「彼女の遺体を見たいという群衆の熱望について」は、墓が開かれると「居合わせた人々
は … 聖霊の器であり、そこから聖なる恩寵が豊かに溢れる彼女の聖なる遺骨を見、抱き、口づ
けしたいと望んだ」46 と崇敬の高まりを描く。そして「彼女の埋葬場所を天使たちはしばしば訪れ、
人々は休らい、諸侯は訪問し、ローマ人の皇帝は彼女を見ようと望んだ」47 と訪問者が多岐にわ
たったと強調した。ディートリヒはこの章の結びで「このような聖なる女性の内にある新たな美
徳に引かれない者がいようか？このような新たな聖性の形が引きつけない者がいようか？」48 と
述べ、彼女を新たなタイプの聖人として提示した。
　15 章「参列した高貴なる人々と供物について」は移葬を最も具体的に描いた。
当時の最も栄誉ある皇帝フリードリヒは諸侯と兵士たちに取り巻かれて訪れ、彼女の名
誉のため黄金の冠を女王の地位の称号へと捧げた。テューリンゲンの人々の輝かしき君
主、方伯ハインリヒは弟コンラートと母ゾフィア、他の男女の貴族と共に奇蹟で花の咲
き乱れたエリーザベトの寝床の墓を囲み、ふさわしい供物と祈祷で恭しく賞賛した。さ
らに立派な人物であるマインツ司教ジークフリート閣下は自らの司教補佐、尊敬すべき
諸父ケルンやブレーメンの大司教、その他多くの司教たちと共に彼女の聖なる移葬の
華々しい喜びを恭しく行った。…（多くの人が）アレマニアの地でかつて一つの場所に
45  Vita, Rener, 123. “Tunc effossa terra et tumulo patefacto non secundum morem sepulchorum fetor 
putredinis et abhominacio corrupitionis processit, sed odor pietatis et mundicie redoluit edificans et 
letificans assistentes. Accedentes vero viri religiosi et devoti, huic ministerio deputati, ossa sacrosancta 
de terra cum multa devocione et reverencia sustulerunt ea in archa plumbea collocantes. Que clausa 
episcoporum sigilis est fideliter consignata.”
46  Vita, Rener, 123. “Expectabant …, qui aderant, cupientes videre, amplecti et osculari ossa illa sacra, 
sancti spiritus organa, de quibus tot manabant sanctitatum carismata.”
47  Vita, Rener, 124. “Cuius locum sepulture angeli frequenter visitant, requirunt populi, magnates 
inspiciunt et Romanum inclinavit imperium se ad videndum.”
48  Vita, Rener, 124. “Quem in femina tam sancte novitatis pulchritudo non trahat? Quem non alliciat tam 
nove species sanctitatis?”
44
これほど集まったことはなく、また将来も集まることはないだろう 49。
ディートリヒは、皇帝を筆頭に多くの参列者がエリーザベトを崇めた移葬の場をドイツ繁栄の頂
点とした。そしてテューリンゲン代表として方伯家の人々が登場し、その中でコンラートの所属
はドイツ騎士修道会士ではなく方伯家とされる。また司式者は他の高位聖職者に補佐されたマイ
ンツ大司教だった。
　移葬のまとめにあたる 16 章「この出来事における聖なる業への考察」は「見よ、地上の栄光
を退け、その生で大いなる者達の絆を拒絶した彼女は、教皇職の品位と皇帝の従順な尊厳に華々
しく栄誉を授けられた。彼女はこの世では末席を選び、地に座り、塵の中で眠ったが、今や王や
諸侯の手で高く持ち上げられ、教会の兵士である先人たちが持たなかった場所へと、最高の名誉
と共に向けられた。俗世で全ての栄光の頂を飛び越え、聖人たちの栄光でも同様だった」50 と述
べた。エリーザベトは教皇による列聖と皇帝の移葬参加という両方を通じて最高の聖人となった
のであり、王や諸侯といった俗人の参加による移葬は地位を現世で可視化するのに不可欠な儀式
だったのである。
　ディートリヒは 4 章にわたって移葬を描いたが、実施の日時や場所には言及せずに大部分を聖
人への称賛にあてた。ここで名前が挙げられたのは皇帝、方伯ラスペとテューリンゲンのコンラー
ト、ゾフィア、マインツ大司教であり、大司教以外は俗人である。皇帝の存在は聖人の地位を高
めるのに必要だったが、他の 3 人は方伯家に属しており、敬虔な女性や清貧の実践者といった後
の崇敬で重視される人々と結びつける試みは見られない。従って、ディートリヒが移葬を俗人全
体に崇敬を広める機会ととらえたのが読み取れる。
　またカエサリウスの『説教』や年代記が黄金製の容器や冠に言及したのに対し、『伝』は遺骨
が「鉛の容器に収められ司教の印章で封印」されたとする点は注目に値する。封印は聖遺物の価
値を保証しており、ディートリヒが聖職者による承認をいかに重視したかを示している。ここか
49  Vita, Rener, 124. “Aderat proinde gloriosissimus quidem tunc Fredericus imperator suis principibus 
stipatus et militibus ad honorem eius coronam offerens aurem in tytulum regie dignitatis. Henricus 
quoque lantgravius, illustris Thuringorum princeps, una cum fratre suo Conrado et matre domina Sophia 
aliisque utriusque sexus nobilibus lectulum sepulchri Elyzabeth miraculis floridum ambiebant reverenter 
oblacionibus condignis et oracionibus honorantes. Preterea preclarus vir dominus Sifridus Moguntinus 
dyocesanus archiepiscopus cum suis suffraganeis et venerabiles patres Coloniensis et Bremensis 
archipresules cum aliis multis episcopis huius sacre translacionis celeberrimum gaudium venerabiliter 
peregerunt.”
50  Vita, Rener, 125. “Ecce enim hec, que mundi gloriam respuit et in hac vita magnatorum consorcia 
recusavit, pontificalis dignitatis officiis et imperialis maiestatis obsequiis magnifice honoratur; … et que 
in hoc tempore novissimum locum eligens sedebat in terra, dormivit in pulvere, nunc regiis et principum 
manibus in sublime sustolitur et ad locum, quo priorem militans ecclesia non habet, summo cum honore 
transfertur. Omne enim temporalis glorie fastigium transvolat, similiem factam esse in gloria sanctorum.”
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ら、マインツ大司教の役割を改めて考察する必要があるだろう。この人物は『伝』が移葬を司っ
たとするだけではなく、列聖と移葬の両方で言及する唯一の人物でもある。すなわち、ディート
リヒは教皇による列聖審問と俗人に向けた移葬の両方を結びつける人物として大司教を描いたと
いえる。
おわりに
　
　本論文ではテューリンゲンの聖エリーザベトの列聖審問と移葬の描写から、聖人としてのエ
リーザベトの受容を考察してきた。史料により分量差はあるが、13 世紀半ばの史料は列聖審問
における教皇とドイツ騎士修道会の役割を強調する傾向があった。また移葬では皇帝の参加への
言及は共通したが、主導者はドイツ騎士修道会もしくは高位聖職者という相違が見られた。エリー
ザベトの移葬が強調される一因として、崇敬地マールブルクと列聖公布地ペルージャが地理的に
離れていた点も考慮すべきだろう。崇敬拡大にはイタリアでの公布を伝えるだけではなく移葬の
実施による列聖の宣伝が必要だった。どちらを扱った史料でも言及されるのはドイツ騎士修道会
士テューリンゲンのコンラートであり、崇敬拡大に際して彼が中心的役割を担うと期待されてい
たことが読み取れる 51。
　13 世紀末の『伝』第 8 巻が描く列聖と移葬は異なるイメージを提示した。ディートリヒは教
皇の指示を遵守した手続きの詳細には触れずに教皇の決定の効力を強調し、グレゴリウス 9 世と
マインツ大司教を審問の推進役とした。このような描き方は、教皇主導の審問と崇敬地で教皇の
代理人としての大司教の関与を列聖に不可欠とするディートリヒの見解を表している。また移葬
はマインツ大司教司式のもとで俗人である皇帝や方伯家の人々が参加し、聖職者により聖遺物と
された遺骨を崇めた。このように時間の経過に沿った記述により、ディートリヒは教皇を中心と
した聖職者のサークルに承認された後、テューリンゲンの移葬で崇敬の対象となる聖人としてエ
リーザベトを改めて登場させた。従って、『伝』は聖職者から俗人へ広まる崇敬というモデルを
示したといえる。
　本論文が取り上げた中では、『説教』も列聖と移葬の両方を描いた。この中でカエサリウスは
ドイツ騎士修道会とテューリンゲンのコンラートの存在を強調した。しかし『伝』はコンラート
の列聖への関与を削除し、列聖審査と方伯や騎士修道会を切り離した。代わって一連の手続きで
言及されたのがマインツ大司教である。この書き換えの影響は 2 点に見られる。まず、マインツ
大司教は実際には教皇やマールブルクのコンラートとの関係緊張から列聖に消極的であり、『審
理と手続き』はヒルデスハイム司教が教皇に列聖を要請したとする。しかし『伝』はこれをマイ
ンツ大司教が行ったとする。これによって列聖手続きは教区責任者である大司教の管轄下に入っ
51 テューリンゲンのコンラートはドイツ騎士修道会総長となった直後の 1241 年に死去したが、本論文で取り
上げた 13 世紀半ばの史料はいずれも彼の死去前に成立したものである。 
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た。ここでの大司教は崇敬地の代表者として教皇に認可を求め、その後に移葬を司ることで、教
皇と信徒の仲介者に位置づけられることとなる。これは司教が列聖権を持った初期中世とは異な
り、高位聖職者は教皇の支配下にある教会制度内で列聖に関わるものとするディートリヒの見解
が読み取れる。もう 1 点としては、ドイツ騎士修道会とエリーザベト崇敬の関わりが『伝』中で
消滅した。移葬でコンラートは方伯家の一員とされ、『伝』にドイツ騎士修道会への言及は見い
だせない。先行研究は生前のエリーザベトとフランシスコ会の関わりに対抗するため、ディート
リヒが列聖公布でのドミニコ会修道院の聖務に言及してバランスを取ろうとしたと指摘した 52。
確かに両托鉢修道会にエリーザベト崇敬をめぐる競争意識は存在した 53。しかしこの書き換えを
考慮すると、ディートリヒはエリーザベト崇敬の担い手としてのドイツ騎士修道会の記述を消去
して托鉢修道会とのつながりのみを残すことで、エリーザベトの聖性を清貧の聖人としてより強
調したといえる。
　これらの比較から、「聖エリーザベト」の位置づけの変化が読み取れる。13 世紀半ばの史料は
ドイツ騎士修道会や方伯による努力で列聖されたエリーザベトを描き、教皇による審問の正当性
を主張した。一方、13 世紀末に書かれた『伝』は、当初から崇敬が教皇とマインツ大司教の管
理下にあったものと描いた。ここでディートリヒは教皇による列聖を自明とし、教会の位階制の
中で聖職者の職責としての列聖と俗人に崇敬を拡大するための移葬という図式を示した。時期に
よって史料の種類が異なるが、時間が経つにつれて教皇による列聖審問がエリーザベトの聖性の
決定的な証拠と見なされるようになっていったといえる。ただし、『伝』の異本として 13 世紀末
に書かれた「ラインハルツブルン版」にはテューリンゲンのコンラートの「復活」が確認できる。
ディートリヒが『伝』で示した聖人像がどれほど共有されていたかを理解するには、このような
記述の変遷やエリーザベトと同時期に列聖されたフランチェスコ、パドヴァのアントニオ、ドミ
ニコらの移葬の記録との比較が不可欠であり、さらなる考察が望まれる。
52  Rener, The Making, in: Bertelsmeier-Kierst (hg.), Elisabeth, 207. 
53  Gecser, The Feast, 101~2. 
